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	 	 我々日本国民は、たゆまぬ努力よって築いてきた民主的で文化的な国家を更に発展させるとともに、 
世界の平和と人類の福祉の向上に貢献することを願うものである。 
	 	 我々は、この理想を実現するため、個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、 
豊かな人間性と創造性を備えた人間の教育を期すると共に、伝統を継承し、新しい文化の創造を目指す
教育を推進する。 
	 	 ここに、我々は、日本国憲法の精神にのっとり、我が国の未来を切り拓く教育の基本を確立し、その 
振興を図るため、この法律を制定する。 
	 ②『教育基本法・第一章	 教育の目的及び理念』 
	 （教育の目的） 
	 第一条	 教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備え 
た心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。 
	 （教育の目標） 
	 第二条  教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成するよう 
行われるものとする。 
	 一	 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健 
やかな身体を養うこと。 
  二	 個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、 
職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと。 
  三	 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に 
社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。 
  四	 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。 
  五	 伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社 
会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。 





































































に、国は「エアコン付きの PC ルーム」の設置を費用丸抱えで行っている。 
	 全国の小中学校、高校に掛けた予算は莫大なものになったであろう。 
	 ところが、である。 




















































































































  ウ  モラルスキル・トレーニング（林	 泰成	 上越教育大） 


































































































































































































	 	 深く尊敬する先達に私は『伸びる人と伸びない人は何が違うのですか』と問うたことがあ 
る。先達は言下に応じた。『それは素直さです』と。『素直な人は必ず伸びる。素直で無い人



















































































カ年、三五時間×3 年分、つまり１０５時間の授業時間に対してたった 1 冊で勝負せよと言って
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いる。しかも、更に不可解なのはどう解釈しても、従来の「読み物資料」の枠をこえておらず、
その教材で 1 時間持たせられる教材がたった 17 時間分（内田考察）しか無いという事実であ
る。元々、「心のノート」は道徳の時間以外でも使用できるように工夫配慮されているため、






























































































































































	 ついせんだって、１０月２８日に K 中学校で、埼玉県教育委員会委嘱の道徳教育の研究発表
会があり、参観させていただいた。 
	 内田が在任中に、新任教諭で赴任してきた A 教諭が三年生の授業発表をすると事前にいただ
いた資料にあった。心配３割、期待７割の気持ちで参観させていただいたが、心配は杞憂で５
年間の教員生活がいかに彼女を成長させたかをしっかり確認できたことが望外の喜びであっ














































































	 ア	 ジャンケンのパー	 	 自分の考えに自信があり、指して欲しい時。 
  イ	 ジャンケンのチョキ  自分の考えに少し自信もあるが、不安もある。指す場合には教師 
 が学生に「指していいかどうか」必ず確認する。 
  ウ	 ジャンケンのグー	 	 自分の考えに自信がなく指して欲しくない時。 
	 いずれの場合も、「挙手の時、肘はつかない。肘は伸ばす。」を条件にしている。 
	 全員がグーだったり、パーがゼロだった場合は発問した教師側に問題があり、その際には、 























後、S 君の手が挙がり、パーに変わっている。先ほど逡巡していた M 子さん、O 子さんは迷っ
たようでチョキのまま変わらず。 
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	 「次回、私たちの担任は何をやってくれるのだろう。どんな仕掛けをしてくれるのだろう。 
早く来週にならないかな。」 
と、週にたった１時間の道徳の時間を待ち焦がれるようになる。 
	 「特別な教科	 道徳」と決まったものの、幸いなことに、他の教科の評定のように、５，４，
３，２，１と通知表に結果が表記されるわけではない。何を言っても、それが、どんな発表で
あっても担任や仲間から「受容」され、共に認め合える関係の仲間がいれば学校は楽しく、ま
た、がんばってみようという意欲が沸く場になるのだ。 
	 歌舞伎俳優の中村勘三郎が口を酸っぱくして説いていたように「型（「基本・ベース」）とし
てのパッシブラーニングがあってこそのアクティブ・ラーニングである。 
	 アクティブ・ラーニングはその名称で呼ばれなかったが既に存在し、多くの学校現場で実践
されてきたこと、また現在も実践されているという事実をしっかり胸に刻んでおきたい。 
	 これらを冷静に考えてみたい。 
	 アクティブ・ラーニングとパッシブラーニングの双方の良さが全ての学校現場で理解され、
実践されてこそ、そこで学ぶ者、指導する者全ての向上が図られるのではないか。そうなって
こそ冒頭に述べた、教育基本法第一条の「人格の完成」に一歩近づくのではないか、また、そ
うならねばならぬことを期待するものである。 
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